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「わたしは彼らに合図して、彼らを集める。

わたしが彼らを贖ったからだ。彼らは以前のよ
うに数がふえる。」ゼカリヤ書１０章８節

エベネゼル緊急基金
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回復：何という言葉でしょう！想像してみ
てください。自分が強盗に襲われて、逃
げ道のないところに閉じ込められている
としたら、自分は牢屋に閉じ込められ権
利の全てを奪われ絶望して、助けを求め
ても何の助けもないと感じるでしょう。外
側からの緊急の誰かの介入によってで
なければ、このような絶望的な状況は終
わることがないでしょう。

また次のことも想像してみてください。このよ
うな深い絶望の中で、すべての望みを失った
時に、誰かがやってきてあなたの人生に自由
を宣言し、あなたが待つ時は終わり、また助
けを求める叫びが聞かれたと告げたらどうで
しょう？次のような言葉を聞きます。

「あなたが悲しみと苦しみの中で過ごしたす
べての年月が終わります。あなたは今からv今
まで経験したことのないような喜びと自由の
新しい季節の中に入ります。あなたは回復さ
れました！」あなたは、このようなすばらしい
知らせをどのように受け取るでしょうか？

私ならそれは天国から来た知らせとして歓迎
するでしょう。なぜなら、解放、自由、回復はた
だ神様のみわざに他ならないからです。

アリヤーする過程の中にあるユダヤ人に寄
り添うことにより（時には困難で絶望的な状
況の中で）、私たちは神の御手の中の道具と
なり、神様が彼らを御自身の約束の地へと呼
ぶことによってなされている回復の働きを
する者とされました。「回復せよ」という言葉
は、ヘブライ語の動詞の命令形で、原型は　

「shub」という言葉です。これは、聖書の中で
かなり広い意味合いで使われており、「連れ
戻す」とか、「戻って来る」、しばしば圧迫の中
で出発した所まで戻るという意味も持ってい
ます。

多くの場所で、「shub」という言葉は、「追放
された場所から戻る」という意味もあります。
これはまさに預言者イザヤがイザヤ書４２
章２２節で、「・・・それを返せと言う者もいな
い。」言い換えるならば、それはまるでイザヤ
が「回復をもたらす人が誰もいない。誰もユ
ダヤ人が約束の地に帰還する回復の預言的
重要性に関心を持っていない。誰も慰めの言
葉をかけていない。主の忠実さがなければ、
彼らは一体今どこにいるだろう？」と言ってい
るようです。それは一体どのような状況でしょ
うか？

「それを返せという者もいない。」イザヤ書
４２章２２節

彼らの回復を助けよestore: 

国 際

ギアン・ルカ・モロッティ
Gian Luca Morotti

国際理事メンバー（イタリア）

写真　右：ブネイ・メナシェの
オリム

ニューデリー空港にて
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れ、そしてそれを成し遂げられます。世界
中からユダヤ人が彼らの故郷の地へ戻る
ことは、この地上の人々の前で神様の回
復の力を表す証となるのです。

イザヤの宣言を考慮すると、現在のユダ
ヤ人の散らされた状況には解決が必要
であるとわかります。実際、オリムがイス
ラエルの地に帰還することへの期待は、
私たちがアリヤー支援する度に満たされ
ているのです。ですから、イスラエルと共
に立つことを通して、私たちは回復の働
きをする者となるのです。私たちが行う実
際的な支援を通して、アリヤーの働きを
する私たちはみな、ユダヤ人が安全に自
分の真の故郷に帰るための長期的な橋
を築いていることになります。

どんな小さな支援であってもそれは回復
への叫びとなります。ユダヤ人が神に与え
られた故郷へ帰る権利を守ることによっ
て、この激動の時代にこの重要な回復の
働きの過程の中での私たちの実際的な
役割を見出すことは、私たちが神様の願
われる目的のための器となることを意味
しています。このことは、究極的には、私た
ち自身が神様の元へと戻ることとなりま
す。そしてこの物理的な回復が遂には、神
の民が御自身の元へと完全に回復される
ことへとつながるのです。

主は、終わらせるつもりのないことは決し
て始められません。神様の御名「YHVH」
が表すように、主は御自身の約束を成就
される日に、御自身の民を完全に回復さ
れるのです。

愛する皆さん、制御不能に見える世界で、
人々も道を失っている中、イスラエルの神
はユダヤ人がイスラエルの地に回復する
ために、喜んで１ミリオンを歩こうとする
民を見出しました。この働きに参加してい
ただけますか？あなたは、神様の「帰らせ
よ。」という言葉の中にある、神様の変わ
らぬ大きな恵みを体験されることでしょ
う。

Inter

ちょっと考えてみてください。イザヤが今日こ
こにいたとしたら、神様がイスラエルの民に
変わらぬ忠実さを保っておられるのに、国々
の神の子供たちがこの回復のわざにほとん
ど関心を持っていないことに驚かれるのでは
ないでしょうか。預言者イザヤは２７００年
前に語った言葉と同じ言葉を宣言されるの
ではないでしょうか。「それを返せという者も
いない。」

しかし長い年月が経って今もなお、神様のイ
スラエル回復への御計画は残っています。そ
して、それが二つの面を持っているとわかり
ます。一つは物質世界、もう一つは霊的世界
のものです。この過程において両面が神様に
とって重要なものです。しかしながら、神の民
の約束の地への物理的な回復は後者よりも
先に来る必要があり、回復の働きの最初のス
テップは散らされた地からの回復です。この
見方は、イザヤが次の章で宣言している言葉
と一致しています。「 恐れるな。わたしがあな
たとともにいるからだ。わたしは東から、あな
たの子孫を来させ、西から、あなたを集める。
わたしは、北に向かって『引き渡せ』と言い、
南に向かって『引き止めるな』と言う。わたし
の子らを遠くから来させ、わたしの娘らを地
の果てから来させよ。」（イザヤ書４３章５，
６節）ですから、散らされた民を集めること
は確かな出来事なのです。神様は誓っておら
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用語解説

アリヤー(Aliyah)： 
ユダ ヤ 人 が 約 束 の
地、イ スラエルに帰
還すること を意味し
ます。
ユ ダ ヤ 機 関 (Jewish 
Agency)： 
1929年 C.ワイズマン
に よって創設され，エ
ルサ レムに本部をも
つユダヤ 人の国際的
機関。パレス チナに
ユダヤ人の本拠を 設
けるというシオニスト 
の計画の対外機関。
パレ スチナへのユダ
ヤ 移民の監督，ユダ
ヤ系経 済組織の確立
などに努め る。

オリム(Olim)： 
イスラエルに帰還す
るユ ダヤ人



ベルナルドはベネズエラ出身で、職業は弁
護士です。彼のアリヤーの手続きには２年
かかりました。彼の子供たちも双子の兄も
イスラエル に いますが、彼 は 母 親を置 い
て行きたくなかったので残っていました。
それで、彼は多くのユダヤ人のアリヤーの
準備を支援するために働くことに決めまし
た。

エベネゼルとユダヤ人団体の助けによって、
複雑な手続きの末に（彼女は「ユダヤ人の母
親の難民」としてのアリヤーだったため）彼
は遂に自分の母親をイスラエルへ連れて行
くことができました。約束の地に行くには、コ
ロンビアのボゴタから出なければなりませ
んでした。ベネズエラの政治的な状況によ
り、カラカスからの出発は不可能でした。特
別な許可証が必要となりました。

というわけで、ベルナルドと家族は、この許
可証を受けるために、準軍事組織に出くわ
す危険を冒して、川をボートで旅してコロン

ビア自治体の元へ赴かなければなりませんで
した。ベルナルドはエベネゼルがベネズエラ
のユダヤ人コミュニティに対してした支援に、
深く感謝していました。

ベネズエラの奇跡

アリヤー支援の要請が増加
アメリカにおける反ユダヤ主義と不穏な
状況が増すにつれて、私たちは、アリヤー
のための支援の要請を今まで以上に受け
ています。緊急な要請が来ています。また、
今こそ帰還の時だと互いに励まし合う責
任を感じているようです。マイケルとその
家族がこのように語っていました。

「私たちは自分の子供たちをユダヤ人の
故郷の地で育てたいと思います。私たちの
日毎の祈りで、私たちはユダヤ人がイスラ
エルへと帰還するように祈っています。そし
て、私たちも子供たちとともに帰還したいと
願っています。」”

この特別な人達が帰還するのを見て、驚く
べきことだと思います。私たちはさらに多く
の人々が帰還するための支援をしたいと思
っています。そして帰還は多くの場合、彼ら
が長年夢見てきたことの成就なのです。

彼らが多くのチャレンジを乗り越え、数々の障
害に打ち克つ時、彼らの心から語られる言葉
を聞いて本当に感動します。皆さんの忠実な
支援と祈りを通して、私たちが彼らを支援で
きることは本当に大きな祝福です。

ベネズエラ

U S A

ノルマ・ラモス
Norma　Ramos

メキシココーディネーター

シャーリー・ローレンソン
Shirley Lawrenson

USAアリヤーディレクター

上：ベルナルドと家族
右：危険を伴う川を渡るアリヤ

ーの旅

右：マイケルと家族
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ある美しい火曜日、１２人のユダヤ人たち
がイスラエルへ飛び立とうとしていました。
５人の子供を持つ家族が１１個の荷物を、
また、二人の子供を持つシングルマザーは
９個の荷物を持っていました。そして、定年
退職した夫婦がいました。彼らは２回の便
に分かれて出発の予定でした。二番目の便
は、最初の便の２時間後に出発することに
なっていました。私たちエベネゼルチーム
は、彼らをパリのいろいろな場所に迎えに行
ってから空港へ向かいました。

私たちは、このために、９人乗りの車と２台の
車とトレーラーを用意しました。私たちが最
初に迎えに行った人達は５人の子供のいる
家族でした。空港に着いて荷物を降ろした時
に、飛行機のターミナルが１キロ離れた別の
ターミナルに移動したことに気づきました。

もう時間がありません！私たちは荷物のカート
を持って歩いて空港内を移動しました。ベビ
ーカーや子供たちも一緒です。私たちには本
当に助けが必要でした。その時神様は「たま
たま」そこに立っていた人を通して助けを備
えてくださり、彼は良きサマリア人のようにこ
の家族に付き添って手助けをしてくれたので
す！

無事全員飛行機に！
もう１台の車で、エベネゼルチームメンバーの
ディビッドが、二人の子供を持つシングルマザ
ーを空港に送ってくれました。彼はその時のこ
とを次のように語っていました。

「出発前の日、私たちは準備しながら、私がこ
の家族を車の後ろにトレーラーをつけてそれ
に荷物を載せて空港へ連れて行くことに決めま
した。この家族はパリの中心部に住んでいまし
た。私にとって、トレーラーを使って一人で送迎
するのは初めてのことでした。何という責任で
しょう！私が行くと、この家族は荷物を外に出し
て私が着くのを待っていました。彼らは私たち
を助けてくれたクリスチャンの友達と一緒でし
た。

彼らが空港に向かう時に、ディビッドは、この家
族は、フランスで台頭する反ユダヤ主義によっ
てアリヤーを強いられたのだということを知り
ました。

空港では、ディビッドは、トレーラーをつけてい
たので、車を停めて荷物と人を降ろすために一
時停止するのに苦労しました。しかし何とかこ
の家族が荷物を持ってターミナルに入るのを
見届けると、彼は心から、「神様、あなたの助け
を感謝します！」と祈りました。

フ ラ ン ス

クラウデ・ロッピン
Claude Loppin
フランスコーディネーター

写真
左：空港「冒険」５人の子供を
持つ家族
右：変更したターミナルへの
移動
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主がみことばの預言の一つ一つを成就され
るのを目の当たりにして、私たちはいつも驚
かされます。アリヤーの働きにおいて、ユダ
ヤ人の家族と出会い、彼らがラテンアメリカ
を出てイスラエルでの新しい生活を始める
ための支援をする中で、私たちは特にそのこ
とを意識しています。アイデス家族は、神様
が散らされた民を彼らの昔からの故郷の地
へと導いてくださる主の愛と忠実さを見まし
た

しかし、この家族は、この長年の夢はいつか叶う日
が来るのだろうか、と何度も何度も思ったことでし
ょう。彼らは状況がよくなる見込みが全くない中、
経済的に困窮していました。また他の面において
も、アルゼンチンでの生活は時には耐え難いもの
でした。

私たちが彼らと語る度に、彼らの苦しみと国を出る
ことに対する不安、またできるだけ早くイスラエル
へ行きたいという思いがあるのを感じました。そこ
で、エベネゼルのアルゼンチンチームは主に祈り、
彼らがアリヤーするためにかかる莫大な費用が備
えられるように祈りました。人間的には不可能に思
えましたが、「荒野でマナ」を備え、「パンと魚を増
やされた」主がこの家族のすべての必要を満たし
てくださいました。

主は荒野に道を作ってくださいました。（イザヤ
書４３章１９節）ですから今日この家族は全く違
う人生を送っています。彼らは幸せで満たされて
います。両親は子供たちが友達に囲まれて成長
するのを見ています。

私たちは、アルゼンチンを回りながら、アリヤー
について分かち合う中で、絶えず神様がこのよう
に奇跡的に働いて下さるのを見ています。（イザ
ヤ書４３章５－７節）私たちにはしなければな
らないことがたくさんあります。なぜならユダヤ
人社会は大きく、彼らには多くの必要があるから
です。私たちは、牧師たち、多くの教会、また教会
のメンバーの方々に感謝しています。彼らはこの
働きを担い支援してくださっているからです。私
たちは、祈りや経済的支援に支えられながら、神
様の働きの一端を担うことができる特権を神様
に感謝しています。

家族のイスラエル帰還
夢が叶う

アル ゼンチン

ラウル・ルイル
Raul Roullie

エベネゼルアルゼンチン代表
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マルチン・ルターは言いました。「私たちを
神様へと導くものが三つあります。それは、
聖書と祈りと痛みです。」今日、混沌や混乱、
そして激動の只中で、多くの人は神様から
離れ、宗教の霊が教会にさらに影響を与え
ています。だからこそ、祈りは私たちが主の
ご計画を知るためになくてはならないもの
です。

私たちの主イエスは、働きの最も重要な時
に、カルバリーに向かわれました。また、イエ
ス様は弟子たちに、どのように苦しみに向き
合うかを教えました。「誘惑に陥らないよう
に、目をさまして、祈っていなさい。心は燃え
ていても、肉体は弱いのです。」（マタイの福
音書２６章４１節）

イエス様は一人で祈られている時に三度弟
子たちのところに戻りましたが、彼らは寝てい
ました。そして三度目にイエス様は、彼らがや
がて起ころうとしていることのための準備が
できていないと言われました。「まだ眠って休
んでいるのですか。見なさい。時が来ました。
・・・」（４５節）ここから、弟子たちは祈りの生
活をしていなかったことがわかります。それ
で、神の子が捕えられて十字架にかけられる
ことが父なる神のみこころだと理解すること
ができなかったのです。

祈りの生活を築く
オリーブの山で起こったことは、神の時でし
た。このことが起こることが神の時だったの
です。しかしペテロはこのことを知らなかった
ので、ただ自分の主を守りたくて剣を取り出
したのです。

ペテロは人間的な考え方によって行動しまし
た。これは私たちにとっても学びだと思いま
す。祈りととりなしの生活を築いていかなけ
れば、私たちは、神様の時や目的を理解する
ことができずに、ただ起こった事柄だけに基
づいて判断したり行動してしまうという危険
の中にあるのです。

イエス様が持たれた祈りの生活を私たちも
築いていくことが非常に大切です。イエス様
の汗は血となってしたたり、父なる神に向か
ってイエス様は叫び祈りました。「すると、御
使いが天から現れて、イエスを力づけた。」（
ルカ２２章４３節）これほど祈りをよく表し
ている例は他にありません。

私たちがこのような祈りの生活を築いていく
ならば、聖霊様が私たちを助けてくださり、政
府が神のみことばをないがしろにしないよう
に、また教会が、神様がイスラエルとアリヤー
のために持っておられるご計画について学
ぶように、とりなしをすることができるように
してくださるのです。

祈 り

ステリータ＆フレディー・バッツ
Stelita & Freddy Batz
エベネゼル　グアテマラ

写真
左：空港「冒険」５人の子供を
持つ家族
右：変更したターミナルへの
移動
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２ 年 前 に、エ ベ ネ ゼ ル 出 エジプト作 戦
は、新しい移民のためのハイファハウス
を開設しました。これは、長年の夢の実
現でした。この建物によって、ユダヤ人の
帰還を助けるだけでなく、イスラエルに
到着したばかりのユダヤ人のための最
初の家を提供することができるようにな
りました。

私たちの家族は２０１９年７月１日にこ
こに引っ越して来ました。そしてボランテ
ィア達と一緒に改修工事を始めました。
神様の恵みと素晴らしい一致の中で、私
たちは夏の猛暑の中一緒に働き、大きな
国際エベネゼルファミリーと、イスラエル
からのゲストとともに、８月２５日にこの
家をオープンすることができました。ハイ
ファハウスはまだ完成には程遠い状況で
はありましたが、９月にはオリムを迎え始
めました。

ハイファハウスには、６つの部屋と１５の
ベッド、３つのトイレ、台所と居間がありま
す。１階部分は今も修復中ですが、３つの
部屋と共同スペースがあり８人収容でき
ます。

私たちにとって、このプロジェクトに関わり
新しい移民たちが祖先の地に帰還するの
を見ることは、特別な大いなる祝福です。
私たちは彼らから多くの感謝を受けます。
彼らはまた互いに助け合っています。彼ら
の間に調和と一致があるのを見て私たち
はとてもうれしいです。彼らがよく言うこと
ですが、このハイファハウスで彼らは本当
に快適で特別な雰囲気を感じるということ
でした。これは私たちを取り囲む多くの祈
りによるものであり、イスラエルの神であ
るお方が愛をもって私たちを見守ってくだ
さっているということを、私たちは知ってい
ます。

もちろんチャレンジはたくさんあります。特
に異なった文化や言語や背景を持つ人達
との関わりはチャレンジです。私たちも家
族として、オリムと同じようにイスラエルで
の生活に適応するために葛藤しているの
で、移民達が、面倒な官僚主義や考え方の
違いによって落胆している時、それを理解
することができます。アリヤーすることはそ
れ自体チャレンジですが、神の民がイスラ
エルに植えられることは神のみこころです。
ですから、神様がそれを祝福してくださる
のです！

ハイファハウスを祝う
イ ス ラ エ ル

マルクス＆ラケル・アカーマン
Marcus & Rahel Ackermann

ハイファハウスリーダー

写真　上：ハイファハウス
下：ハイファハウスの内部


